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lH11:究成果の概要（和文）：

衰退地域である北海道江差、松前地域では、地方資産家は地域振興に関わろうとするが、人、
資本等の移動もあり奏功しなかった。発展地域である函館市では、１９２０年までは地方資産家に
よるインフラ等への投資が地域経済の発展を加速する|n乗効果を発lfliした。しかし、２０年代以
降、地か資産家は地域経済の投資主体として地域を支えることを求められたが、このような行
動を長則に採ることは出来なかった。

,研究成果の概要（英文）：

ThisresearchisacomparativeoneamongregionaleconomiesinmodernJapanwiththe
fbcusontheactivitiesofregionalmagnets・

Inthelessdevelopedregions,regionalmagnetstriedtofostertheeconomicdevelopment
intheirhoｍｅ・However，theyfailedbecauseofoutnowsofaccumulatedcapitaland
populations、
Indevelopmgregion，theinvestmentsbytheregionalmagnetshadfbsteredthe

developmentoftheregionaleconomiesuntill920・After1920,theregionalmagnetswere
demandedtoinvestment,buttheyweren'ｔａｂｌｅｔｏｄｏｔｈａｔ。
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産家が果たした役割を明確化することを考
えた。

１．研究開始当初の背景

拙著『i11ii大戦間期における銀行合同政策の
展開』（八朔社、２００６年）で、地域金融経済
の発展・衰退の地域的多様性と地方資産家の
役割の重要性に気がついた。これを踏まえて、
非金融而も含めて、地域経済の変動に地力資

２，研究の目的

近世近代移行期から昭和恐慌期まで複数
の対照的な地域を取り上げて、地域経済の発

直接経費 間接経費 合計

２００９年度 700,000 210,000 910,000
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展や衰退への動きの中で、地方資産家が果た
した役割を明確化すること。ひいては、主体
行動に着目して、近代日本における地域経済
発展（ないしは衰退）の比較史的特質を明ら
かにすること。

この拙縞を受けて、両大戦間期全体を分析対
象とした。その上で、準戦時期までの小熊の

事業柵動の変化を、地域賞献のあり方との関
係を|,Ｍ１まえて分析した。本研究については、

平成24年１０月中に地方金融史ｲﾘ1:究会で報告を
行う予定である。

最後に、平成22年度には、札幌の北海道立

文諜館が所蔵している根室の柳出家文書の収

集を進めた。昨年度は海産物商経営について

の史料収集をほぼ終了させた。しかし、同家
の牧場経営史料の収集が残っている。本年度

は、柳111家の牧場経営史料の収集に重点をお

いて収集を行った。

平成23年度には、北海道函館市の地方資産
家小熊家について、1920年代から1936年まで
の時期を対象にして、その経営行動、地域社
会への貢献といった点について検討を進めた
。これを踏まえて、今年度は、まずは同家に
ついての研究を論文化して、学会誌に投稿で
きる水準にまで論理的、実証的に議論を詰め
る作業を行った．さらに、同時it行的に、｜司

じ北海道のに'１でも都市部である函館とは異な
り、’ﾘ}袷20年代以降、急速に斜陽化した江差
地域の資産家＝関川家（分家）を対象にして
、イiIillT証券投資を中心に、地域経済社会とど
のように関わっていたのかを検討した。本研
究は、現在、学術誌の審査を受けているとこ
ろであり、遅くても来年度｢１１には論文化でき
る兄込みである。

史料調査面では、昨年度は北海道根室地域
の資産家＝柳田家の史料収集を終わらせた。

今年度は、北海道増毛町の資産家＝丸一本間
家についての史料収集を進めた。同家は漁業
のほか、倉庫業、廻船業など経営を多角化し
ていたほか、北海道天塩地方に本店を含めて

数箇所の店舗を展開していた。この関係で、

史料の量は膨大になる。そのために、昨年度
の調査の際に入手した史料Ⅲ1録を用いて分析
対象を絞り込む作業を行った'二で、史料所蔵
先である北海道立文書館（札幌市）へ5～61ｺ
程度、ｌｌＩ張した。

３．研究の方法

地域経済の動向のほか、地方資産家が投資
行動を通じて、地域経済に与えた影響を考察
する。その際、性格が対照的な`複数の地域を
取り｣二げる、比較史的考察を行う。

４，研究成果

平成２１年度は、①北海道江差、松前地域
の資産家に関する史料収集、②北海道根室地
域の資産家に関する史料収集、③近'''二．近代
移行期における松前の資産家、場所請負商人
伊達林右衛｢'１１家の経営動向についての分析
を行った。

①については、伊達家と関川家（本家と分
家）が該当する。これらについては、一応、

平成２２年度｢}'に史料収集を完了した。ただ
し、関川本家に関しては、史料点数が１０万
点を超えるために、使用可能と判断した史料
のみしか収集していない。それゆえ、今後の

研究の進展状況によっては、「lj;度、史料調査
と収集を行う可能性がある。分家の関連史料
はすべて収集を終えた。まずは、できるだけ
早い時期に、分家のほうからＩＪＩ:究に着手する
つもりでいる。

②については、海産物商経常のほか、牧場
経営、不動産経営、銀行経営といった事業に
多角化していた関係上、海産物商経営に関す
る史料と牧場経営史料のごく一部の収集が
終わったに過ぎない。したがって、平成２２

年度以降も継続して関連史料の収集にあた
るつもりでいる。

③については、分析がほぼ終｣'している。
冷害による不漁のほかに、ロシアの南下に伴
う蝦夷地防備の必要性が生じたことに伴い、
幕命で防備に入った秋田藩に、それまで幕府
や松前藩に認められていた場所請負の独占
権を否定され、秋田藩への過大な上納金負担
のほか、Iriil藩関係の流通ルートが新たに形成
されたため、経営の衰退を余`賊なくされたこ

となどを'ﾘ｣らかにした。この成果は、２０１０年

５月１５１１の経営史学会関東部会で報告した。
平成22年度、昨年度から継続して行ってき

た松前の資産家（場所請負人）ｲﾘﾙ達林右衛門
についての研究がほぼ完成の段階に入った。
前述の学会報告で得たコメントを踏まえて、
修正が終わっている。平成25年度１１ｺに学会誌
への投稿を考えている。

第二に、函館の資産家、小熊〕|酋一郎家につ
いての研究に取り組んだ。既に発表している

拙稿では、明治後期から第一次'1t界大戦直後
の時期が主たる分析対象であった。今回は、
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